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１．ジョージア工科大学での研究活動 

ジョージア工科大学では、乳腺の上皮細胞を用いて、オルガノイドを作成し、流体デバイスを用いて、

オルガノイドの表面張力を測る実験を行なっていました。がんの浸潤のプロセスの中には、がん細胞

が増殖し、組織の基底膜と呼ばれる細胞の足場を壊して血管に侵入し、血管を通じて全身にがん細胞

が広がるというものがあります。これまで、がん細胞は基底膜をタンパク質分解酵素によって化学的

に分解し、乗り越えられていくと考えられていました。しかし、近年、化学的な方法だけでなく、増

殖したがん細胞などによって、基底膜に力学的ストレスがかかり、基底膜が壊れて、がん細胞の浸潤

が起きていることもあることがわかってきました。力学的ながん細胞による基底膜の破壊に関して、

乳がんの転移は組織が柔らかいほど起きにくいこと、組織の柔らかさは、基底膜に関連するいくつか

のタンパク質の量と相関を持つことが論文で示されています。この先行研究をもとに、今回の研究活

動では、どのような条件で乳腺のオルガノイドを作った際に、基底膜の柔らかさが変化するのかを調

べました。 

 

２．研究活動における日米の違い 

 ジョージア工科大学での研究活動に関して、日本との違いに驚いた点は主に 3 つあります。 

１つ目は、共用部分が広いこと、研究室が閉じていないことです。私が研究活動を行った研究室があ

る建物は、研究室ごとの実験スペースやデスクスペースに物理的な仕切りがなく、とても広々として

いました。また、建物の中の研究者や学生全体向けの交流会も毎月行われているようで、コラボレー

ションが起きやすい環境が生まれているのではないかと考えました。 

2 つ目は学生の研究室の滞在時間がとても短いことです。実験が終わるとすぐに帰宅する学生が多く、

12 人ほどが所属するラボで、一日の中で 2,3 人としか会わない日が何度かあったほどでした。自宅

で解析などの研究活動を行う人も多いそうです。フレキシブルな環境を感じました。学部生も授業の

間に実験を行なっている人が多く、私の周りの日本の大学生は授業の後にまとまって研究活動を行

うことが多く、研究活動の取り組み方の違いを感じました。 

３つ目は、論文執筆までのペースがとても早いことです。日本の研究室と比べると、一本の論文を書

くのに対してのデータをとる早い段階で論文化を決め、文章を書き始めているのには大きな違いを

感じました。アメリカの博士課程では、文章を書く力がとても重要だという話は聞いていたのですが、

小さな論文を高頻度で発表することが多いことも一つの大きな要因であるということに気づきまし

た。 

 

３．米国の文化・生活面での発見・苦労等 

アメリカに長期滞在するのは初めてでした。車社会ではあるものの、アトランタ、特に滞在したエリ

アは少しの距離なら歩いての移動もしやすく、自炊もすることができました。また、自分が体調を崩

したり、友人が怪我をしたりしたことによって、ひょんなことでアメリカの病院を経験することにも

なりました。これらの経験を乗り越えたことは、今後海外で生活する場合の自信になりました。 

 

４．本プログラムに参加の成果・意義 



このプログラムで自分にとって一番印象に残っているのは、渡航中に丁度読んでいた論文の主著で

あったジョージア工科大学内の研究室の博士課程の学生の方と会って話すことができたことです。

論文がジョージア工科大学の研究室の成果であることを知り、研究室のテーマも自分の興味分野と

とても近かったので、連絡を取ったところ、快く時間を取って話してもらうことができました。2 時

間ほど、様々な研究アイディアを出し合い、今まで行なってきた実験についてのアドバイスを受けま

した。将来の進路についても相談に乗ってくださり、とても楽しい時間となりました。 

今回の留学を通じて、他にも様々な研究者の方とお話しすることができ、今後研究を続けていく上で

更に努力していこうという思いが強くなりました。 

 

５．その他 

改めて、難しい環境の中、このような非常に貴重な機会を下さった中谷財団の皆様、東京大学、

そして温かく受け入れてくださったジョージア工科大学の Shu lab の皆様に心より感謝申し上

げます。 


